
「俳句入門」コース　オンライン受講のご案内            

初回登録時から

30日間無料
月1回

ライブ講座
そのほか

過去の貴重資料

オンライン教室ではZOOMアプリを使用しております。アプリのインストールはお済みですか？ネット
環境もご確認ください。ご不明点は「スクールに連絡」ボタンからご質問いただけます。

受講の準備をして、講座を楽しみましょう

NHK学園の講師・俳人による俳句の添削を直接受けることができる講座を

はじめ、定額制のライブ句会、配信イベント、また通信講座（郵便）で提供する

添削指導やテキストを電子ブックで閲覧できるオンラインの俳句教室です。　

受講期間

受講料
(税込)

返送まで

その他

い
つ
で
も
ど
こ
で
も

オ
ン
ラ
イ
ン
で

俳
句
を
楽
し
む

俳句教室のHP

https://college.coeteco.jp/t/n-gaku

● 講座の申し込み・詳細は「NHK学園オンライン俳句教室」のページでご確認ください。

Point
1

Point
2

Point
3

郵便講座より短い期間と月額から

始められるので、お試し受講におすすめ。

提出締切から最短10日間（営業日）で、

講師から3句の丁寧な添削(PDF)が戻ってきます。

切手不要、ご使用の端末からいつでも提出・送信！

郵　便

学園の経験豊かな講師陣が添削指導にあたる「俳句入門コース」！

４０年以上のノウハウがつまった教材「作句編」「鑑賞編」、

そして「作品の背景」を汲んだ丁寧な添削が魅力です。

１か月単位から受講できる

添削の返送がちょっと早い

その場で作品提出できる

オンライン

★郵便講座の内容をそのままに、便利なオンライン受講コースを開講！

６か月(無料延長期間有)

一括27,500円
(テキスト代込)

月額3,500円
※テキスト代2,000円別

１か月単位(延長なし）

２週間～
直筆の添削あり

最短10日間(営業日）
フォームで確認

機関誌、入選作品集は
冊子でお届け

機関誌、入選作品集は
電子ブックでお届け
選評座談会の動画視聴

好きな方法を

選んで受講！

月替わり講師と俳句を楽しむ！月額定額制のライブ講座のご案内

◇定額制講座「N学俳句plus」（月額1,800円・税込）

は月替わりのライブ講座や、過去のアーカイブなど

コンテンツが見放題なプランです。

◇月1回のライブ講座は著名な俳人2名をゲストに迎

え、兼題にそって1句を提出するとライブで講評を聴く

ことができる句会形式。過去のアーカイブも見放題！

N学俳句plus
N学俳句plus

プ　ラ　ス

2026年2月1日時点

ネット投稿
できます

郵送投稿
できます
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選評座談会 ※  ご視聴には事前に
「コエテコカレッジ」へ
会員登録（無料）が必要です。

オンラインで開催
日
程

無料
視聴

選者のみなさんによる お申し込みは
コチラ !

2026年8月3日（月）
19:00-20:00

● ご投句の方には１組につき１冊『入選作品集』をお届けいたします。
● 特選・秀作ご入賞者には賞状を、大会大賞ご受賞者には賞状・トロフィーをお贈り
します。

投句締切：2026 年 4 月 10日（金） 必着
発　　表：2026 年 7 月 10日（金） 発行  入選作品集誌上にて  ※2026年７月下旬お届け

※前回大会の入選作品集・賞状主　　催：ＮＨＫ学園

学校法人NHK学園　俳句大会事務局
東京都国立市富士見台2-36-2　電話042-572-3151（代表）　　 



）

２
０

６

２

２
０

６

２

払
込
日
　
　
　
　
月
　
　
　
日

の
　
り
　
し
　
ろ

投
句
料
は
、
同
封
ま
た
は
郵
便
局
に
あ
る
払
込
取
扱
票

を
ご
利
用
い
た
だ
き
、
郵
便
局
で
お
支
払
い
く
だ
さ
い
。

●
窓
口
で
お
支
払
い
の
場
合
は「
払
込
受
付
証
明
書（
お
客
様

用
）」
ま
た
は「
振
替
払
込
請
求
書
兼
受
領
証
」の
コ
ピ
ー
を

貼
っ
て
く
だ
さ
い
。

●
AT
M
で
お
支
払
い
の
場
合
は「
払
込
受
付
証
明
書（
お
客
様

用
）」
が
出
ま
せ
ん
の
で
、
払
込
日
を
ご
記
入
く
だ
さ
い
。

振
替
払
込
受
付
証
明
書
貼
付
欄

※任意

〒

名
　前

住
　所

電
話

番
号

生
年

月
日

フリガナ

（年齢） （保護者名）

大正・昭和
平成・令和 年 月 日

（男・女）

（ 歳）

都 道
府 県
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ＮＨＫ学園  俳句大会事務局
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い
さ
だ
く
み
読
お
ず
必

 

項
事
意
注
の
上
募
応

お問合せ

〒
１
８
６

－

８
０
０
１ 

東
京
都
国
立
市
富
士
見
台
２

－

36

－

２

Ｎ
Ｈ
Ｋ
学
園
「
さ
く
ら
俳
句
大
会
」
事
務
局

☎
０
４
２
―
５
７
２
―
３
１
５
１
㈹
（
平
日
９
時
30
分
〜
12
時
・
13
時
〜
17
時
30
分
）

ネ
ッ
ト

ネ
ッ
ト

さくら俳句大会投句用紙
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投句締切

2026年4月10日（金）必着

＊個人情報は、入選作品集の作成と配布、ＮＨＫ学園俳句大会や通信講座のご案内に使用します。
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「俳句入門」コース　オンライン受講のご案内            

初回登録時から

30日間無料
月1回

ライブ講座
そのほか

過去の貴重資料

オンライン教室ではZOOMアプリを使用しております。アプリのインストールはお済みですか？ネット
環境もご確認ください。ご不明点は「スクールに連絡」ボタンからご質問いただけます。

受講の準備をして、講座を楽しみましょう

NHK学園の講師・俳人による俳句の添削を直接受けることができる講座を

はじめ、定額制のライブ句会、配信イベント、また通信講座（郵便）で提供する

添削指導やテキストを電子ブックで閲覧できるオンラインの俳句教室です。　

受講期間

受講料
(税込)

返送まで

その他

い
つ
で
も
ど
こ
で
も

オ
ン
ラ
イ
ン
で

俳
句
を
楽
し
む

俳句教室のHP

https://college.coeteco.jp/t/n-gaku

● 講座の申し込み・詳細は「NHK学園オンライン俳句教室」のページでご確認ください。

Point
1

Point
2

Point
3

郵便講座より短い期間と月額から

始められるので、お試し受講におすすめ。

提出締切から最短10日間（営業日）で、

講師から3句の丁寧な添削(PDF)が戻ってきます。

切手不要、ご使用の端末からいつでも提出・送信！

郵　便

学園の経験豊かな講師陣が添削指導にあたる「俳句入門コース」！

４０年以上のノウハウがつまった教材「作句編」「鑑賞編」、

そして「作品の背景」を汲んだ丁寧な添削が魅力です。

１か月単位から受講できる

添削の返送がちょっと早い

その場で作品提出できる

オンライン

★郵便講座の内容をそのままに、便利なオンライン受講コースを開講！

６か月(無料延長期間有)

一括27,500円
(テキスト代込)

月額3,500円
※テキスト代2,000円別

１か月単位(延長なし）

２週間～
直筆の添削あり

最短10日間(営業日）
フォームで確認

機関誌、入選作品集は
冊子でお届け

機関誌、入選作品集は
電子ブックでお届け
選評座談会の動画視聴

好きな方法を

選んで受講！

月替わり講師と俳句を楽しむ！月額定額制のライブ講座のご案内

◇定額制講座「N学俳句plus」（月額1,800円・税込）

は月替わりのライブ講座や、過去のアーカイブなど

コンテンツが見放題なプランです。

◇月1回のライブ講座は著名な俳人2名をゲストに迎

え、兼題にそって1句を提出するとライブで講評を聴く

ことができる句会形式。過去のアーカイブも見放題！

N学俳句plus
N学俳句plus

プ　ラ　ス

2026年2月1日時点

ネット投稿
できます

郵送投稿
できます
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〇
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投句締切

必着

2026年

4/10（金）

介
紹
者
選小

島

　
　健

「 

河 

」

稲
畑
廣
太
郎

「 

ホ
ト
ト
ギ
ス 

」

田
中

　亜
美

「 

海
原 

」

選評座談会 ※  ご視聴には事前に
「コエテコカレッジ」へ
会員登録（無料）が必要です。

オンラインで開催
日
程

無料
視聴

選者のみなさんによる お申し込みは
コチラ !

2026年8月3日（月）
19:00-20:00

● ご投句の方には１組につき１冊『入選作品集』をお届けいたします。
● 特選・秀作ご入賞者には賞状を、大会大賞ご受賞者には賞状・トロフィーをお贈り
します。

投句締切：2026 年 4 月 10日（金） 必着
発　　表：2026 年 7 月 10日（金） 発行  入選作品集誌上にて  ※2026年７月下旬お届け

※前回大会の入選作品集・賞状主　　催：ＮＨＫ学園

学校法人NHK学園　俳句大会事務局
東京都国立市富士見台2-36-2　電話042-572-3151（代表）　　 


